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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高齢者施設で実施する火災避難訓練において、身体介助を伴う避難
訓練を支援する「介助避難プログラム」の開発である。
避難の想定を高齢者施設における夜間火災とし、ベッドで就寝している入所者を介助者1名で介助し、避難行動
の初期にあたるベッド上から床上への移乗に注目して実施した。開発にあたり、介助避難を想定した実験を実施
して介助避難の方法を検討し、得られた結果をもとに、避難訓練に活用するリーフレットを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a "assistance evacuation program" 
that supports evacuation drills involving physical assistance in fire evacuation drills conducted at
 facilities for the elderly.
The evacuation was assumed to be a nighttime fire in an elderly facility, and one resident assisted 
the resident sleeping in the bed, and the development was carried out focusing on the transfer from 
the bed to the floor, which is the initial stage of evacuation behavior.Based on the results 
obtained by conducting an experiment assuming assisted evacuation, a method for assisted evacuation 
was examined and a leaflet used for evacuation training was created.

研究分野： リハビリテーション科学、福祉工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
火災避難訓練において介助避難の具体的な方法を示し、施設スタッフが自主的に介助避難訓練のプロセスを運用
できるプログラムは従来にない。国内にある認知症グループホーム入所者17万人、介護老人保健施設41万人、特
別養護老人ホーム48万人の計106万人(厚生労働省2012)のうち、研究者が調査した避難に身体介助を必要とする
入所者の割合69%を適用すると、避難介助の対象者は73万人となる。開発する「介助避難プログラム」を用いる
ことで、身体介助を伴う避難訓練の実施が容易になり、介助者を含めた入所者の避難能力の向上に寄与できる。
さらに他の災害での避難訓練への応用が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
認知症高齢者グループホームなどの小規模社会福祉施設や老人保健施設、特別養護老人ホーム
などの高齢者施設は火災避難訓練が義務付けられている 1)。対象施設の入所者は避難に介助が必
要な方 2)が多く、全国消防長会会長から通知された小規模社会福祉施設における避難訓練等指導
マニュアルには、対象となる方達を「自力避難困難者」として、その避難方法を次のように提示
している。（以下引用）火災室の入所者等が自力避難困難な場合は、廊下等へ一時的に退避させ
る。具体的な避難介助の方法としては、職員等が腕で支えるほか、車椅子やストレッチャーを使
用する、背負って避難させる等があるが、自力避難困難な入所者等の状況（運動能力の低下、視
覚・聴覚の障害、認知症等による状況判断能力の低下等の種々の条件（薬の服用等による一時的
なものを含む。）に応じて実効性のある方法で柔軟に避難介助を行うこととする。（引用終わり） 
特に移乗の介助、姿勢変換、移動の介助など、身体介助の具体的な方法については明記されてい
ない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、認知症対応型グループホームや介護老人保健施設、特別養護老人ホームなどの高齢者
施設で実施する火災避難訓練において、身体介助を伴う避難訓練を支援する「介助避難プログラ
ム」を開発するものとした。「介助避難プログラム」は、A4 サイズ 3 つ折りのリーフレットと
し、火災を想定し入所者への安全を配慮した上で迅速な姿勢変換、移乗、移動などの「身体介助
を伴う避難方法」を示すものとした。施設スタッフが自主的に介助避難訓練の「準備」、「訓練」、
「振り返り」、「見直し」を継続してできる構成とした。「介助避難プログラム」は、身体介助を
伴う火災避難訓練をより実際的に実施することを促し、介助者を含めた入所者の避難能力向上
に寄与することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
高齢者施設の火災避難訓練における「介助避難プログラム」を開発するにあたり、介助避難の方
法を検討し、得られた結果から避難方法についてのリーフレット作成を検討した。避難の想定を
高齢者施設における夜間火災とし、ベッドで就寝している入所者を介助者 1名で介助し、避難行
動の初期にあたるベッド上から床上への移乗に注目して実施した。本研究は人を対象とする臨
床研究であり、北海道科学大学研究倫理申請番号第 224 号、第 311 号に基づき、被験者に予め
説明を行い、同意を得てから、安全に十分配慮をして実施した。 
 
(1) 介助避難の方法検討 1；介助者 1 名でベッド上仰臥位の自力避難困難者をベッド中央から
前端へ介助するときの引張時間(s)と最大引張力(N)を測定した。測定結果より、ベッド中央から
ベッド前端へ介助するまでの介助動作及び避難介助の方法について検討することを目的とした。 
被験者は 20 歳以上の健常者 19 名(男性 9名、平均身長 171.1 ㎝、平均体重 68.7 ㎏、女性 10名、
平均 157.8 ㎝、平均体重 52.2 ㎏)とした。被験者は介助者、被介助者を想定し（以下介助者、被
介助者とする）、介助者 1 名がベッド上仰臥位の被介助者を介護用ベッド(床上 40 ㎝)中央から
ベッド前端へ引き寄せる介助動作の試技(図 1)を実施した。試技における介助動作に要した引張
時間(s)と最大引張力(N)をデジタルフォースゲージ(応答 2kHz)で測定した。統計解析は対応の
ある t 検定とウィルコクソン符号和順位検定
を用い、p 値が 0.05 未満の場合を有意差あり
とした。試技において、介助者は被介助者の両
上前腸骨棘を触診の上ベルトを装着し、ベルト
金具にデジタルフォースゲージを装着した。次
にベッド面に対して水平方向になるようにデ
ジタルフォースゲージを介して被介助者をベ
ッド前端方向に引き寄せるように引っ張って
移動した。試技は検者の口頭指示により、介助
者が被介助者を早く引っ張る方法(介助 1)と、
ゆっくり引っ張る方法(介助 2)の 2種類を設定
した。被介助者は介助者、被介助者の役割を交
代して 2 種類の方法をそれぞれ 3 回繰り返し
た。 
 
(2) 介助避難の方法検討 2；介助者 1 名、全介助によるベッド上から床上への移乗、低床ベッ
ド(0.4m)を条件として介助動作の実験を実施した。得られた結果から、避難の最初の行程となる
ベッドから床に降ろす介助動作の方法を検討した。健常者を被験者とし、被験者に介助者役と避
難者役を設定した。ベッド上に仰臥位となる避難者役を介助者役が床上に降ろす介助動作を試
技とし、ビデオカメラで記録した。被験者は 20 歳以上の健常な男性 3名、女性 3名とした。男
性 3名は身長 167.7±4.6cm、体重 61.3±3.5kg、握力(右)44.7±6.4kg(左)46.2±4.9kg、女性 3
名は身長 158.2±2.0cm、体重 46.0±3.6kg、握力(右)29.0±1.0kg(左)25.8±0.3kg)だった。全
ての被験者は大学で理学療法を学ぶ学生で、6週間の臨床実習を 3回履修し、介助方法の指導を

図 1 実験試技 



受けていた。握力の測定はスメドレー式握力計
による測定 3)とした。握力の測定は立位となり、
左右の手を交互に 2 回ずつ実施し、左右それぞ
れの最大値をデータとして採用した。介助動作
は、斜め上方、側方の 2 方向からビデオカメラ
(30fps)で撮影した。得られた動画ファイルから
介助動作の動作相（動作の行程）を決定し、そ
れらの時間(秒)を求めた。認知症グループホー
ムの一般的な居室内の構成を想定し、介助者役
は入所者役を床上 0.4m のベッド上面からベッ
ド手前の床上に降ろした。ベッド上面から床上
に降ろす介助方法は 2 つ設定した。1 つは避難
開始の声かけをしてすぐに介助を始めることを
想定して「介助 1」（図 2）とし、入所者役の頭
側から介助動作を始め、ベッド上面の手前に引
き寄せ、入所者役の頭側を先に床上に降ろして
から身体全体を降ろす方法とした。もう 1 つは
介助者役を早くベッド上面の手前に引き寄せる
ことを想定して「介助 2」（図 3）とし、避難開
始の声かけ後に足側から介助動作を始め、ベッ
ド上面の手前に引き寄せ、入所者役の足側を先
に床上に降ろしてから身体全体を降ろす方法と
した。 介助者役は 2つの介助方法をそれぞれ 3
回繰り返した。被験者は介助者役、避難者役の役割を交代して計 180 回実施した。 
 
(3) 介助避難プログラムの検討 「介助避難プログラム」は、A4サイズ 3つ折りのリーフレッ
トとし、火災を想定し入所者への安全を配慮した上で迅速な姿勢変換、移乗、移動などの「身体
介助を伴う避難方法」を示すものとした。PDCA サイクル 4)に基づいた構成とし、施設スタッフが
自主的に介助避難訓練の「準備」、「訓練」、「振り返り」、「見直し」を継続できる構成を検討した。 
    
４．研究成果 
(1) 介助避難の方法検討 1；2 種類の介助方
法による試技で全 132 回の測定を実施した。
解析にあたっては介助者側の負担にも着目す
るため、被介助者体重を 50㎏台と 70㎏台の 2
グループに分け、120 回分の測定データを用い
て行った（表 1）。介助動作（介助者の手前に
引っ張る）にかかった時間(s)と最大引張力
(N)を表 1に示した。避難を想定して一刻も早
く避難者をベッドの手前に引き寄せようとす
ると約 580(N)の力が必要となり、避難時間に
余裕がある場合には約 320(N)の力が必要とな
る結果が得られた。以上のことから、避難に余
裕がある場合や長時間に渡り避難介助をする
場合には、介助負担をかけない効率的な介助
を検討したほうが良い。また、本実験における
介助動作に掛かる負荷はベッド上と避難者の
背面の接触部に発生する摩擦であると考えら
れるので、避難を補助する器具や道具を用い
る余地があるならば、スライドシートのよう
な引き寄せ動作の摩擦力を軽減するものを利
用することも有効と考えられた。 
 
(2) 介助避難の方法検討 2; 被験者は介助動作 
を行い、その様子をビデオカメラで記録した。取得した動画ファイルを 1/30 秒間隔で再生し、
介助動作の動作相を決定した。介助 1、介助 2ともに動作相は 3つの相とした。第 1相は介助者
役が避難者役の身体に触れてから避難者役が動き出すまで、第 2 相は避難者役の身体の一部が
床上に接触するまで、第 3 相は避難者役の身体が床上に降りた際の姿勢で避難者役の背面と床
との接触面が最大になるところとした。決定したそれぞれの動作相における動作時間を集計し
た。介助者の介助動作に発揮できる力に注目し、介助者役を女性で入所者役を男性、介助者役を
男性で入所者役を女性とした 2 種類の被験者の組み合わせと、2 種類の介助動作の組み合わせ
による 4 つの試技の条件を抽出して推測統計を実施した。各条件における介助動作と、動作相ご
との平均時間を図 4に示した。2種類の介助方法ともに女性介助者役は男性介助者役よりも平均

最小 0.36 214.00

最大 3.35 584.00

平均 1.63 378.92
標準偏差 0.81 97.45

最小 0.44 247.00

最大 6.97 577.00

平均 1.84 382.06
標準偏差 1.20 97.38

被介助者体重
被験者数
測定数

54.5±1.14(kg)
N=8(重複含む)

測定数=24

72. 7±3. 00( kg)
N=12(重複含む)
測定数=36

介助1(早く引っ張る)

引張時間(s) 最大引張力(N)

最小 1.85 128.00

最大 5.99 294.00

平均 3.70 226.54
標準偏差 0.96 40.20

最小 1.12 182.00

最大 7.08 355.00

平均 3.35 261.94
標準偏差 1.29 43.60

介助2(ゆっくり引っ張る)

引張時間(s) 最大引張力(N)

54.5±1.14(kg)
N=8(重複含む)

測定数=24

72. 7±3. 00( kg)
N=12(重複含む)
測定数=36

被介助者体重
被験者数
測定数

表 1 介助動作の引張時間(s)と引張力(N) 

図 2 介助 1 

図 3 介助 2 



介助動作時間が長かった。また、動作相ごとの平均時間は、介助 1で第 2相、介助 2で第 3相が
全体の半分以上を占めていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助動作は頭側から介助を始める方法と足側から介助をする方法の 2 種類の方法、被験者は介
助者役が女性で入所者役が男性と介助者役が男性で入所者役が女性の 2 種類の組み合わせから
なる 4つの条件で行った。3つの動作相に分けて介助動作時間を分析し、女性介助者役の介助動
作時間が長くかかったことがわかった。また頭側から介助を始める介助動作では、入所者役をベ
ッドの手前まで引き寄せる動作に、足側から介助を始める介助動作では、入所者役をベッドから
床上に降ろす動作にそれぞれ時間がかかっていた。実験結果より、介助動作の目的が火災からの
避難であることから、介助動作時間を短縮する方法を検討した。介助に使う力が弱い者が実施す
ることを考え、ベッド上の入所者をベッドの手前まで引き寄せる介助動作については、スライド
シートなど、動作時の摩擦を低減する道具を活用する可能性を示した。またベッドから床上に降
ろす介助動作については、入所者の両足部を持って臀部がベッドの手前まで来るように引き寄
せ、両足部を床上に設置した上で入所者の臀部から腰部、背部、頭頚部を床上に降ろす方法を提
示した。 
 
(3) 介助避難プログラムの作成；
得られた実験結果、考察から、介助
避難を避難訓練で実施するための
リーフレットを作成し、1 例を示し
た(図 5)。訓練実施時にも所持でき
るように A4 サイズ 3 つ折りの構成
とした。PDCA サイクルを用い、訓練
の準備、実施、振り返り、見直しが
できる欄を設けた。また、実施場所
の条件に応じた介助方法を反映で
きるように、使用者が介助動作の図
などを挿入できる余地を設定した。
今後は高齢者施設での避難訓練に
おいて試用評価を実施し、開発した
プログラムの効果を検証する。ま
た、介助避難プログラムを動画化す
ることや、アプリケーション化し
て、さらに使いやすい方法を検討する。 
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図 5 リーフレットの 1例 
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図 4 4 条件における介助動作時間(s) 
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